













Structural Challenges of Emerging Global
Risks and Global Governance Approach:





This paper addresses the structural challenge of critical information
infrastructure protection (CUP) concerning emerging global risk areas in the
context of the complexities inherent in the recent globalization of technology and
economy. Although global risks cover various areas, a common challenge is that
endogenous factors, imbedded in the outcome of globalization, affect the impact of
risk on society. Focusing on the structural challenge of such factors, the paper
develops a theoretical framework for managing the challenge better from different
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(Critical Information Infrastructure, CII)がある。本稿では、近年のグローバル化の
影響を受けた新たなグローバルリスク分野のケースとして、重要情報インフラ防護
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トになるだろう。そのバランスを取る上でも、 「なぜ」、 「何を」、 「どのように」グローバル
レベルで統治するのかに焦点を当てた、本稿で提示したような理論的枠組みに沿ってそのガ
バナンスの在り方を検討することが必要になる。
最後に、グローバルリスク分野の全てに共通するアプローチは存在しないものの、こうし
た理論的枠組みを通して、いずれの分野においても、実態としてのグローバル化を踏まえた
上で、リスクの内的要因、そして構造的側面に注視することは不可欠と考えられる。強調し
ておきたいことは、特に直近の実態としてのグローバル化の影響を受けているグローバルリ
スクに関わる問題については、国家間の措置が複数集まれば、時間経過と共に自然にグロー
バルなレベルで体系的な措置になるというものではなく、また、 1つの国際機関の統治によっ
て任される問題ではないということである。従って、本稿で提示したような理論的枠組みに
基いた形で、国内および国際レベルにおいて、リソースを投じ、ディシプリンを超えて知恵
と知識を結集し、そのためのリーダーシップを発揮していくことが、今後、国家にも、企業
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にも、市民社会にも、求められることになる(ここに「誰が」統治するかが関わってくる)0
これには、常に時代の変化を先読みする力も不可欠になるといえよう0
